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　9月号の表紙は、平成25年度にしはら
フォトコンテストの特選・入選作品です。
　平成26年度も、フォトコンテストを実
施いたしますので、多くの皆様のご応募
をお待ちしています。
　フォトコンテストの詳細については、11
ページをご覧ください。



毎月19日は「にしはら自己啓発の日」です。
月に一度は、自らの言動を振り返り、自己実現を目指しましょう。 9むらの月暦

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6

・第３回定例会
・うさぎ学級
  （午後）

第３回定例会 女性セミナー
（山河の館）

燃 缶 雑 プ 燃

7 8 9 10 11 12 13
・第３回定例会
・母子手帳発行
  （午後）

秋季道路品評会 第３回定例会 第３回定例会 第３回定例会 山西小・河原小
運動会

燃 不 新 プ 燃

14 15 16 17 18 19 20
大津地区交通
安全推進大会

EM 菌配布日 ・農業委員会委員選挙
　立候補予定者説明会
・５歳児健診
  （午後）

県民体育祭
（山鹿市）

燃 缶 ペ プ 燃

21 22 23 24 25 26 27
県民体育祭

（山鹿市）
母子手帳発行

（午後）
寿生大学

（改善センター）

燃 ダ プ 燃

28 29 30
･農業委員会
 委員選挙告示日
･お誕生学級（午前）
･ひよこ学級（午後）
･EM菌配布日

燃
■ごみは、燃：燃えるごみ／粗：粗大ごみ／缶：空き缶、空きビン／不：燃えないごみ／新：新聞紙／雑：雑誌、チラシ／
　ダ：ダンボール／ぺ：ペットボトル／白：牛乳パック、白色トレイ／プ：廃プラ容器類
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　村長交際費は村を代表する者として村長が外部との交際上、必要な経費として認められ
ているものです。なお、月毎の交際費については西原村ホームページに掲載しています。
　また、交際費の詳細が知りたいときは情報公開の請求ができます。

　（平成 26 年４月１日から平成 26 年７月 31 日まで）

【問い合わせ先】総務課 総務係　☎ 279 − 3111
西原村ホームページ　http://www.vill.nishihara.kumamoto.jp/

項　目 件　数 金　額 支出内容

会　費 ３ 26,000 円 熊本県議会議長就任祝賀会　他２件

弔　費 ２ 20,000 円 香典

祝　金 １ 10,000 円 萌の里創立 15 周年記念式典

見舞金 １ 10,000 円 入院見舞金（区役作業中の怪我）

合　計 ７ 66,000 円

村
長
交
際
費
の
公
開

　秋の全国交通安全運動は、①広く県民のみなさんに交通安全意識の啓発を図ること　②交通
ルールを守り、交通マナーを実践すること　③自身による交通安全に向けた取組みを推進するこ
とです。これにより交通事故のない安心・安全な地域づくりをめざしましょう！！
　ドライバーのみなさん、子ども達が安心して通学できるよう心がけてください。
　また、高齢者の事故は全体の 70％以上を占めています。事故に遭わないよう気をつけましょ
う！

　上記において管内４市町村〝大津地区交通安全推進大会〟を開催します。
　ＨＯＮＤＡ安全運転普及部の講演、光本講師による寸劇等を予定しています。
　多くのみなさまのご参加をお待ちしております。

平成 26 年９月21日（日）から９月30日（火）までの 10 日間

日時：平成 26 年９月１５日 ( 月 )10:00 ～12:00
会場：西原村構造改善センター

運動の重点

★おしらせ★

総務課

平成26年秋の全国交通安全運動 

実施
期間

○高齢者の交通事故防止。
○飲酒運転、危険運転行為の撲滅。
○自転車の安全運転、反射タスキの利用。
○チャイルドシートの着用。
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西
原
村
議
会
議
員
と
し
て
多
年
に
わ

た
り
活
躍
さ
れ
、
本
年
６
月
に
急
逝
さ
れ

た
髙
本
悟
氏
が
、
旭
日
単
光
章
を
受
章
さ

れ
、
８
月
11
日
、
ご
遺
族
を
代
表
し
て
髙

本
孝
嗣
さ
ん
に
西
原
村
役
場
に
お
い
て

日
置
和
彦
村
長
よ
り
勲
章
と
勲
記
が
伝

達
さ
れ
ま
し
た
。

　

故
髙
本
悟
氏
は
、
村
議
会
議
員
と
し
て

昭
和
55
年
９
月
か
ら
３
期
12
年
の
永
き

に
わ
た
り
在
職
さ
れ
、
村
議
会
総
務
常
任

委
員
長
、
広
報
委
員
会
委
員
長
及
び
議
会

運
営
委
員
会
委
員
長
も
歴
任
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
間
、
よ
り
よ
い
地
域
づ
く
り
、

地
方
自
治
の
進
展
に
尽
力
し
、
ま
た
議
会

運
営
に
寄
与
し
、
地
方
行
政
の
発
展
に
ご

尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
功
績
が
認

め
ら
れ
、
今
回
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

　

西
原
村
議
会
議
員
と
し
て
多
年
に
わ

た
り
活
躍
さ
れ
た
、
荒
木
熊
吉
さ
ん
が

「
旭
日
単
光
章
」
を
受
章
さ
れ
、
８
月
５

日
、
西
原
村
役
場
に
お
い
て
日
置
和
彦
村

長
よ
り
そ
の
勲
章
と
勲
記
が
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。

　

荒
木
さ
ん
は
、
村
議
会
議
員
と
し
て
昭

和
43
年
９
月
か
ら
昭
和
59
年
９
月
ま
で
、

４
期
16
年
の
永
き
に
わ
た
り
在
職
さ
れ
、

村
議
会
副
議
長
や
常
任
委
員
会
委
員
長

等
と
し
て
、
卓
越
し
た
識
見
を
発
揮
さ
れ

村
民
の
信
頼
と
付
託
に
応
え
な
が
ら
、
地

方
自
治
の
発
展
と
推
進
、
住
民
福
祉
の
向

上
に
貢
献
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
功

績
が
認
め
ら
れ
、
88
歳
と
な
ら
れ
た
こ
と

を
機
に
今
回
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

　

８
月
７
日
、
山
西
小
学
童
ク
ラ
ブ
に
お

い
て
、
ク
ラ
フ
ト
教
室
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
教
室
は
、
本
田
技
研
工
業
株
式
会

社
熊
本
製
作
所
の
地
域
貢
献
事
業
の
一

環
と
し
て
実
施
さ
れ
、
学
童
ク
ラ
ブ
の
子

ど
も
達
は
、
楽
し
み
な
が
ら
段
ボ
ー
ル
を

用
い
て
「
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
」
や
人
型
ロ
ボ

ッ
ト
「
ア
シ
モ
」
を
作
製
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
の
笑
顔
が
溢
れ
る
一
日
と

な
り
ま
し
た
。

　

８
月
２
日
、
白
水
中
学
校
体
育
館
で
南

阿
蘇
名
水
旗
剣
道
大
会
が
開
催
さ
れ
、
中

学
生
女
子
団
体
の
部
に
お
い
て
当
村
剣

心
館
が
見
事
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。
決
勝

は
、
一
週
間
前
に
県
中
学
校
体
育
大
会
で

惜
敗
し
た
菊
池
南
中
学
校
と
の
対
戦
と

な
り
、
先
鋒
、
中
堅
と
勝
負
が
つ
か
ず
大

将
ま
で
も
つ
れ
込
み
ま
し
た
が
、
大
将
の

海
津
み
な
み
選
手
が
堂
々
と
し
た
戦
い

ぶ
り
で
２
本
勝
ち
し
優
勝
旗
を
手
に
し

ま
し
た
。

　

出
場
し
た
選
手
は
次
の
と
お
り
で
す
。

V
illa

g
e
  T

o
p
ic

s

先
鋒　

海
津　

ゆ
き
え 

さ
ん

（
西
原
中
学
１
年
）

中
堅
　
髙
山　

凜
さ
ん

（
西
原
中
学
３
年
）

大
将
　
海
津　

み
な
み 

さ
ん

（
西
原
中
学
３
年
）

ク
ラ
フ
ト
教
室
開
催

山
西
小
学
童
ク
ラ
ブ

元
西
原
村
議
会
議
員 

故 

髙
本
悟
氏（
古
閑
）

「
旭
日
単
光
章
」（
特
別
叙
勲
）
受
章

元
西
原
村
議
会
議
員　
荒
木
熊
吉
氏（
土
林
）

「
旭
日
単
光
章
」（
高
齢
者
叙
勲
）
受
章

南
阿
蘇
名
水
旗
剣
道
大
会

中
学
生
女
子
の
部
優
勝
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日
置
村
長
か
ら
「
受
章
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
村
議
会
議
員
在
職
中
、
住

民
の
福
祉
向
上
に
ご
貢
献
い
た
だ
い
た
。

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
私
た
ち
も
精
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。」
と
挨
拶
が
あ
り
、

荒
木
さ
ん
か
ら
「
今
回
の
受
章
に
感
激
、

感
謝
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
西
原
村
の

発
展
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。」
と
御
礼
の

言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
荒
木
さ
ん
か
ら
西
原
村
の
福

祉
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、
社
会
福
祉

協
議
会
に
対
し
て
金
一
封
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

平
成
26
年
８
月
に
入
隊
予
定
の
自
衛

官
の
「
自
衛
隊
入
隊
者
激
励
会
」
が
７
月

23
日
、生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
「
山
河
の
館
」

大
研
修
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

日
置
村
長
、
自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本

部
阿
蘇
地
域
事
務
所
中
野
所
長
、
隊
友

会
及
び
西
原
村
自
衛
隊
父
兄
会
役
員
な

ど
関
係
者
が
出
席
し
、
入
隊
予
定
者
の

活
躍
を
願
い
激
励
す
る
も
の
で
す
。

　

関
係
者
か
ら
「
自
衛
隊
の
任
務
は
国

防
の
ほ
か
、
災
害
対
応
な
ど
拡
大
し
、

重
要
性
が
増
大
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し

て
自
衛
隊
に
対
す
る
国
民
の
期
待
は
ま

す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
全
国
か
ら

集
ま
っ
た
同
期
の
な
か
ま
と
の
絆
を
大

切
に
し
、
健
康
に
気
を
つ
け
て
国
民
の

た
め
に
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
。」
と
エ
ー

ル
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
航
空
自

衛
隊
に
入
隊
す
る
自
衛
官
予
定
者
の
野

田
悠
有
里
さ
ん
か
ら
「
本
日
は
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
の
激

励
の
言
葉
に
感
謝
し
ま
す
。
目
標
に
向

か
っ
て
精
進
し
、
皆
さ
ん
の
応
援
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
努
め
た
い
。」
と
答
辞
が

あ
り
ま
し
た
。

　

７
月
26
日
、
27
日
に
お
い
て
熊
本
県

中
体
連
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
各
地
で
競
技
が
行
わ
れ
、
当
村

か
ら
は
、
野
球
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
卓
球
・

剣
道
・
水
泳
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
・
柔
道
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

選
手
た
ち
は
、
最
後
ま
で
諦
め
な
い

粘
り
強
い
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

各
会
場
に
来
て
い
た
だ
い
た
村
民
の

皆
様
た
く
さ
ん
の
応
援
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
剣
道
個
人
で
見
事
４
位
入
賞

に
輝
い
た
海
津
み
な
み
選
手
は
県
代
表

と
し
て
九
州
大
会
に
出
場
さ
れ
ま
し
た
。

県
中
学
校
体
育
大
会

V
il
la

g
e
  
T
o
p
ic

s
自
衛
隊
入
隊
予
定
者
激
励
会
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第４回Aso動物愛護まつり
　動物愛護週間に伴うイベントとして「第 4 回 Aso 動物愛護まつり」が開催されます。長寿動
物の表彰や犬のしつけ教室、犬や猫の里親探し等を予定しています。
　どなたでも参加できますので、ペットを飼われている方、これから飼いたいと思っている方、
小動物（犬・猫）に興味のある方は是非ご参加下さい。

日　時　9 月 20 日（土）12 時 30 分～ 15 時 30 分
場　所　あそ望の郷くぎの （ http://aso-kugino.jp/asobou.html ）
参加費　無料
主　催　阿蘇地域動物愛護推進協議会
※会場へは、狂犬病予防注射未接種の犬は来場できません。
※会場内で発生した事故等について、当協議会は一切責任を負いません。
※長寿動物の表彰は事前申し込みが必要です。

＜申し込み方法＞　申し込み用紙を９月 12 日までに役場住民課までご提出ください。
　　　　　　　　　※用紙は役場に用意しています。
　　申し込み要件　15 歳以上（平成 11 年９月 19 日以前に生まれていること）
　　　（犬の場合）　市役所・役場に登録のあること
　　　（猫の場合）　動物病院でワクチンを打っていること

【問い合わせ先】阿蘇保健所☎ 0967 − 32 − 0535

自死遺族支援を考える講演会
及び遺族交流会に参加しませんか

　家族や大切な方を自死で亡くされた方へ
の理解を深めるための講演会と、ご遺族の交
流会を開催します。

対 象 者　大切な人を自死で亡くされた方。
　　　　　自死遺族支援に関心のある方。
　　　　　＊交流会はご遺族のみです。
開催日時　10 月 17 日（金）
講 演 会　午後１時から午後３時
交 流 会　午後３時から午後４時 30 分
場　　所　阿蘇地域振興局　大会議室
　　　　　（阿蘇市一の宮宮地 2402）
参加方法　当日直接会場にお越しください。
参加費用　講演会、交流会いずれも無料

【問い合わせ先】
熊本県精神保健福祉センター
☎ 096 − 386 − 1166

　熊本県委託の北部障害者就業・生活支援セ
ンター「がまだす」による巡回相談を次のと
おり定期開催します。障がいのある方や家
族、関係機関の方に対して、就業及びそれに
伴う生活相談を行います。相談は無料です。
お気軽にご相談ください。

相談日　   ９月 22 日（月）
　　　　  12 月 22 日（月）
　　　　　３月 23 日（月）
時　間　 午前 10 時～正午
場　所　 西原村役場１階　住民相談室

障がい者就業巡回相談のご案内

【問い合わせ先】
北部障害者就業・生活支援センター

「がまだす」☎ 0968 − 25 − 1899
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【受付窓口】住民課 子ども医療担当　☎ 279 − 3113（直通）

　西原村には、子どもの疾病の早期治療を促進し、その健康保持と健全な育成を図るため
子ども医療費（保険適用分）を助成する制度があります。
　
対象者：中学３年生まで（15 歳到達後最初の３月末日まで）
　　　　（助成できないもの；入院時食事療養費、予防接種費等）

手続きがお済みでない保護者におかれましては、下記のものを
ご持参のうえ、役場住民課窓口で手続きをお願いします。
　※お子様の健康保険証
　※印鑑（認め印で可）
　※預金通帳（保護者名義の普通預金口座番号が分かるもの）

また、手続きをされている方でも以下のような場合は役場窓口への届出が必要となります。
　※加入健康保険証、振込口座等が変更になった時
　※住所、氏名が変わった時
　※他市町村へ転出する時（受給者証の返還をお願いします）
　※受給者証を紛失・破損した時（再交付申請が必要です。印鑑をご持参下さい）

その他、不明な点がありましたら、役場住民課までお問い合わせ下さい。

子ども医療費助成制度のご案内

平成 26 年度第 1 回阿蘇管内合同公売会を下記のとおり実施いたします。
期日：平成 26 年 9 月 14 日（日）
時間：午前 9 時 開場
会場：西原村構造改善センター　
出品予定数：原動機付自転車・刈払機・液晶テレビ等　約 80 点 
公売方法：入札による

当日必要な物：印鑑（認印可・法人の場合は代表者の印）
　　　　　　　購入代金（入札額）
　　　　　　　身分証明書（免許証・保険証など）
　　　　　　　委任状（代理人が入札する場合）
※その他　・�公売出品によっては非常にキズ等が多い場合があります
　　　　　　ので、必ずご確認のうえ入札してください。
　　　　　・公売出品は買受代金納付時の現状有姿で引渡しとなります。
　　　　　・滞納額が完納になった場合は公売中止となります。
　　　　　・落札後のクレームや返品は一切受け付けません。

【問い合わせ先】税務課　☎ 279 − 4395（直通）

平成26年度 第１回阿蘇管内合同公売会
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子育てひろば

おひさま通信

◎にしはら保育園では、家庭において、一時的に保育をする事が困難になった乳幼児について、一時預か
りを行っています。ご相談ください。　子育てひろば☎ 279–�3252　にしはら保育園☎ 279–2054

お知らせ
　7 月 31 日に「離乳食」の食育講演会が開催されました。
ご参加できなかった方々にも、講演の内容を、Ｑ＆Ａ形式
にまとめて、ひろばの掲示物のテーブルに常時置いてあり
ます。ぜひご覧ください。

９月の活動予定
○ベビーマッサージ（無料）
※日時：9月18日(木)10時３０分から
場所：山西小学童クラブ（子育てひろば隣）
対象：3か月から12か月までの赤ちゃんとお母さん・お父さん
講師：田中　由香里さん
申込：９月12日までに、子育てひろばまでお申込みください。

総務課 防災係 ☎ 279 − 3111

竜巻、突風災害！
　竜巻は季節を問わず台風、寒冷前線、低気圧に伴い、
日本のどこでも発生しています。特に台風シーズンの 9
月に最も多く発生が確認されています。また移動スピー
ドが非常に早い場合もあり、短時間で狭い範囲に集中
して甚大な被害をもたらします。　
身の安全を確保する為には…
■発達した積乱雲の近づく兆しがある場合には頑丈な建
物内に移動するなど身の安全確保に努めてください。
｢発達した積乱雲の近づく兆し｣ とは ･･･
○�真っ黒い雲が近づき、周囲が急

に暗くなる。
○�雷鳴が聞こえたり、雷光が見え
たりする。

○�ヒヤッとした冷たい風が吹き出
す。

○大粒の雨や「ひょう」が降り出す。
以上の様な状況になると、竜巻の発生する様な発達し
た積乱雲が間近まで近づいている可能性があります。

備えあれば…

災いを防ぐ!
国保通信

住民課  国民健康保険（給付）☎ 279−4389

〈平成 26年７月末現在〉
国保加入世帯数 1, ０７７世帯　－４
被保険者数　１, ９９６人（１１１人）－ 14
※（　）は退職被保険者数　比較は前月末
７月支払（５月診療分）
　療養給付費（一般＋退職）：39,172,148 円

■ワンポイントこくほ
「朝食を食べていますか？」
　朝食には１日の最初に脳や体に栄養を補
給するという重要な役割があります。朝食
をとらないと体は動いても脳の働きが鈍り、仕
事や作業の効率が落ちてしまいます。
　また、朝食を抜いて長時間栄養不足の状態が
続くと、体は危機感を感じ取り栄養を溜めこも
うとします。これによって脂肪を溜めやすい体
になり、肥満の原因になります。

　今月のひろばでは、『わらべうたベビーマッサージ』の講座を開催いたします。
　マッサージと言っても、大人にするようなマッサージではありません。手のひらで赤ちゃんを
優しくなでたり、さすったりするスキンシップの一つで、赤ちゃんは、優しく触れられることに
よって、情緒的にも肉体的にも健やかに成長すると言われています。ぜひこの機会を通して、親
子のふれあいのひと時をご一緒に体験してみませんか？

8月に実施したブルーベリー狩りの様子
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　全国的にイノシシなどの野生鳥獣による農作物被害が増え、村でも被害は年々増加しています。村の近
年における鳥獣被害の傾向として、イノシシやニホンジカによる野菜や水稲、果樹などの被害が多くなって
おり、山間部を中心に平坦部でも発生しています。
　村では、野生鳥獣による農作物被害や、生活環境への被害を防ぐため、有害鳥獣駆除を駆除隊（猟友会）
に依頼して実施しています。
　期　間　　４月（被害発生）から１０月末まで
　手　順　　①　区長などから有害鳥獣駆除の依頼
　　　　　　②　駆除隊に有害鳥獣駆除の依頼
　　　　　　③　防災無線で期日及び区域の放送
　　　　　　④　猟銃等による有害鳥獣駆除の実施

　有害鳥獣駆除を行う際は、地域の皆さんに事前にお知らせをして、銃・わななどの取扱いについても安
全対策に十分配慮して実施していきますので、ご理解とご協力をお願いします。

【問い合わせ先】　産業課 経済係　☎２７９－４３９６

「西原村農業委員会委員一般選挙」のお知らせ
～西原村農業の明るい未来のために～

※この選挙は農業委員会委員名簿登載申請により農業委員会委員選挙人名簿に登載された農業者のみ選挙できます。

駆除の際のお願い
１　猟銃を使用するため危険ですので、山への入山は十分注意して下さい。
　・入山する場合は、目立つ服装で、茂みなど相手に見えにくい場所へは立ち入らない。
２�　猟犬を放して駆除を行いますが、万が一猟犬と遭遇した場合は、絶対に近寄らず役場

産業課にご連絡下さい。
　・実施地区の周辺で犬等を飼っている方は、必要に応じて移動をお願いします。
　・猟犬による事故も発生しておりますので、十分に注意して下さい。
３�　村内全域で檻等（わな）を使用した有害鳥獣の捕獲を実施していますので、設置さ

れている檻等には、近づかないようにしてください。

有害鳥獣駆除について

≪投票日時≫　平成２６年１０月５日（日）　午前７時から午後６時まで
場　　所　　　村内７箇所の投票所　（※投票入場券に記載してあります。）

≪期日前投票≫　投票当日に仕事や旅行、レジャー等で投票にいけない方は、期日前投票ができます。
期　　間　　　１０月１日（水）～１０月４日（土）　午前８時３０分から午後８時まで
場　　所　　　西原村役場１階ロビー　「期日前投票所」

　　立候補予定者説明会の開催
　　期　　日　　　９月１８日（木）午後３時
　　場　　所　　　西原村役場２階「大会議室」
　　※立候補を予定している方は、必ず出席をお願いします。

【問い合わせ先】西原村選挙管理委員会　☎２７９－３１１１
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平成 26年度熊本県地域雇用創出助成金申請の受付について
地域経済の活性化と労働力の確保を図るため地域雇用創出助成金をご活用ください ！！ 

　県内企業の新たな事業展開等の取組みに対して、労働力の確保の面から当該企業を支援することによ
り、地域の雇用機会の創出を図るものです。

〈趣旨〉　　�新たな事業展開等により求職者を新たに雇い入れた事業者に対し、その人数に応じた助成金
が交付されます。

　Ⅰ　交付要件
　　　１）対象事業者
　　　　①県が認定するリーディング育成企業、サブ・リーディング育成企業
　　　　②県南地域（水俣・芦北・球磨及び天草地域）において新事業展開や新分野進出等を行う方
　　　　③障がい者を新たに雇用する方
　　　２）県内に事業所がある方
　　　３）雇用保険法に基づく雇用保険に加入している方
　　　４）新規雇用者として認定する要件
　　　　①平成 25 年 10 月１日から平成 25 年９月 30 日までに雇用された方
　　　　②県内に住所を有する方
　　　　③常用雇用（期間の定めのない雇用）で、雇用条件等が当該事業者の正規労働者と同等であ
　　　　　る方
　　　　④退職者補充や退職後同一事業所に再雇用された方でないこと
　　Ⅱ　交付額
　　　　雇用人数　　　　　 交付額
　　　　２～３人　　　　　５０万円
　　　　４～６人　　　　　７５万円
　　　　７～１０人　　　１００万円
　　　　１０人超　　　　１５０万円
　　Ⅲ　予算額
　　　　6,000千円
　　　　１）リーディング企業育成枠　2,000千円（交付要件対象事業者①関係者）
　　　　２）県南地域及び障がい者雇用枠　4,000千円（交付要件対象事業者②、③関係者）

⬇

※１：�助成金の交付は、常用雇用が６ヶ月継続したことを
確認して交付されます。

※２：交付額は、１事業者当たり 150 万円が限度です。
※３：�国や県が設けている類似した助成金等との併給はで

きません。
※４：�申請額が予算の上限に達したことにより受付を終了

した時点において、申請総額が予算額を超える場合
の交付額は、申請額に応じた比例配分とします。

【 助成金に関する問い合わせ先 】 
　　　熊本市中央区水前寺６丁目１８－１
　　　熊本県商工観光労働部商工労働局労働雇用課
　　　☎０９６－３３３－２３３８（ダイヤルイン）
　　　メール　roudoukoyou@pref.kumamoto.lg.jp

⬇

 申請受付
平成26年10月1日（水）から

平成26年10月15日（水）まで！！　
※申請額が予算の上限に達した場合には、

期限前に受付を終了いたします。
（日単位）
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テ　ー　マ　　風景、人物、イベント、地域資源など西原村の魅力を表現したもの。
応募サイズ　　白黒、カラー共に四ツ切り又サービス四ツ切
　　　　　　　（ワイド可）デジタルはA4サイズ以上の光沢紙
　　　　　　　（組写真、合成、画像加工は不可）

受 付 期 間　　平成27年1月12日～平成27年2月13日
審　　　査　　審査委員会による審査
発　　　表　　平成27年４月上旬、入賞者には直接通知します。

各　　　賞　　特選１点・準特選２点・入選１０点・萌の里賞１点
【問い合わせ先】　企画商工課　☎ 279 － 3112

応募上の注意
1. 応募枚数はお一人様３点までとします。（必ず未発表の作品に限る）
2. 応募作品は原則として返却いたしません。
3. 入賞作品の版権は主催者に帰属し、そのネガ又はポジ（デジタル写真の場合は記録媒体）
　を提出願います。
4. 応募作品の裏面には、必ず応募票を添付して下さい。
　「作品名・氏名・年齢・性別・住所・電話番号・撮影年月・使用カメラ（フィルム又はデジタル）
　を記入」

平成２６年度にしはらむらフォトコンテストの作品を募集します

お金の悩み無料相談会　　
（主催）熊本県多重債務者対策協議会、熊本県、県内市町村、九州財務局、熊本県弁護士会、
熊本県司法書士会

　借金問題でお悩みの方の無料相談会を次のとおり開催します。相談員や弁護士、司法
書士がお話を伺います。専門家に相談することが解決への早道です。秘密は厳守します
ので、安心して相談してください。
　なお、当日は事業者向けの相談や臨床心理士によるこころの健康相談もお受けします。

日時・場所

 
 
 
 
　当日受付時間　12：30 〜 15：30 

【予約・問い合わせ先】（できるだけ予約をお願いします。）　
　熊本県消費生活センター　☎ ０９６－３８３－０９９９

日　　時 場　　所

9 月 12 日（金） 市民会館崇城大学ホール 2 階　第 5 会議室
（熊本市中央区桜町１- ３）

11 月 16 日（日） 八代市代陽公民館
（八代市西松江城町２-18）
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　Whisky is Scotland’s biggest export. Scotch whisky is 
popular in many countries around the world. Recently 
Japanese whisky is also becoming very popular, but what 
is the story behind Japanese whisky distilling?
　The roots of whisky distilling in Japan began with a 
man called Masataka Taketsuru. Taketsuru’s story begins 
with a journey to Scotland, whisky’s spiritual home. He 
started a course in organic chemistry at the University of 
Glasgow where he met Jessie Roberta "Rita" Cowan. One 
year later, the pair were married and planning to go back 
to Japan to start their own whisky company.
　On his return to Japan, Taketsuru worked for other 
companies, until founding his own. The site Taketsuru 
chose to build his whisky distillery was Yoichi in Hokkaido. 
He believed that Yoichi best reflected the surroundings of 
the Scottish distilleries he had seen a few years earlier.
　The distillery began production under the name “Dai 
Nippon Kaju K.K”, this evolved into the name familiar to 
many whisky drinkers today, Nikka Whisky Distilling Co. 
Ltd, or Nikka Whisky for short.
　Rita Cowan, from Kirkintilloch, is thought of as the 
“Mother of Japanese Whisky”. She was always by 
Taketsuru’s side and contributed her knowledge of 
how whisky was made in Scotland. This invaluable input 
allowed Taketsuru to realize his dream of producing 
whisky in Japan, similar to that which was being 
produced thousands of miles away in Scotland.
　NHK have produced a drama called “Massan” about 
the lives of Taketsuru and Cowan, to be screened across 
150 episodes, each 15 minutes long. The drama starts on 
September 29th, 2014, Look out for it! 

　ウィスキーは、スコットランドの輸出割合も大きく、
世界中の国々で愛されています。最近では、日本の
ウィスキーも人気が出てきていますが、その背景はど
うなっているのでしょうか？
　日本のウィスキー創設は、竹鶴政孝氏が始めたと言
われています。ウィスキーの本場イギリススコット
ランドへの留学が最初のきっかけとなり、グラスゴー
大学で有機化合を学んでいるときに、運命の女性ジェ
シー・ロベルタ・カウン（愛称、リタ）と出会いました。
知り合って1年後、二人は結婚し日本で本格的なウィ
スキー会社設立に取り掛かりました。
　日本に帰国すると、独自の製法に取り組みながら酒
造会社に勤め、最終的に北海道余市町をウィスキー製
造の場所として選定しました。竹鶴氏は余市町が、数
年前に見たスコットランドの風土に良く似ていると感
じたといいます。
　竹鶴氏は、大日本果汁株式会社を設立し、後にウィ
スキー愛飲者には馴染み深い “ ニッカウヰスキー ” と
して成長を遂げました。
　イギリスのキルキンチローチョ出身の妻リタ・カウ
ンもまた、ウィスキーの母として慕われています。妻
として本格的ウィスキーを製造する竹鶴を支え続けま
した。
　この計り知れない献身的な支えこそが、遥か遠いス
コットランドからもたらされた、日本でのウィスキー
製造につながっていると感じました。
　今月9月29日より、NHK連続テレビ小説におい
て、この竹鶴とカウンの生涯を描いた朝ドラ「マッサ
ン」が放送されます。毎朝15分間ですが、150回
にわたる放送を、ぜひご覧ください！

Richy`s  Blog
vol.21リッチーのブログ

熊本県防災情報メールサービスに登録を！！
　台風などによる災害が発生しやすい時期ですが、何か災害への備えはしていますか？
　県では、気象警報や避難勧告などの情報を携帯電話やパソコンへメール配信する

「熊本県防災情報メールサービス」を運営しています。
　災害から身を守るためには、最新の防災情報の確認が不可欠です。
この機会にぜひ登録して下さい。

（登録料は無料。携帯電話の通信料は利用者負担。）

登録専用コード：　 　　　※空メールを送信してください。

【問い合わせ先】熊本県危機管理防災課　☎０９６－３３３－２８１１
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西原村生涯学習センター図書室
☎ 279-4425図書室からのお知らせ♪

　朝から多くの小中学生の来館で賑わった図書室も、２学期が始まり落ち着きが戻ってきました。
図書室の課題図書や図鑑も、夏休みの読書感想文や課題学習におおいに役立ったようです !!
　さて、今月の「工作教室」は“敬老の日”に向け、写真立てを作ります。おじいちゃん、おばあちゃんと一緒に撮った写真を飾っ
てみませんか♪
★　敬老の日「工作教室」　　９月７日（日）　① 10：00 ～　② 14：00 ～　（①、②どちらか都合の良い時間にどうぞ）
詳しくは、西原村図書室までおたずね下さい。

銀翼のイカロス                 　
　　　　　　　　     池井戸　潤（著）

パパが知り合いからもらってきたの
は……! シバイヌの赤ちゃん。
なかよくなりたいと思ってがんばる

んだけど、なかなかうまくいかなくて
――。初めて犬を飼うことになった女
の子たちの5つのストーリー。
かわいい子犬の写真や、犬の飼い方

がわかるコラムも充実しています。

犬犬学園 キミがきた日。 　　
　　　　　　　  犬犬学園くらぶ（著）

思いついたらすぐに作って出かけら
れるような、おいしくて簡単なお弁当
レシピ集。おにぎりやホットサンド、ホッ
トドッグ、ラップサンドなど各種揃って
いて、運動会シーズンのこの時期必見
です。もちろんいつものお弁当にもぴっ
たりで、便利で役立つレシピ集です。

青空ピクニック弁当　　　　　 
　　　　　 　　　 長谷川　りえ（著）

95歳も離れている、ゆうくんとひ
いおばあちゃん。おかあさんが、おば
あちゃんって呼ぶ、何でも知っている、
ひいおばあちゃん。ゆうくんは、自然
の中で色々な事を教わります。懐かし
い遊びや知恵を通して描く、親子 4代
の心温まる物語。

ものしりひいおばあちゃん 　
　　　　　　　　　 朝川 照雄（著）

新着図書・おすすめ図書のご紹介

阿蘇世界文化遺産リレーコラム〜守っていきたいわがまちの景観と人々〜

　俵山のふもとにある「萌の里」は、地元特産品、新鮮野菜や田舎料理のレストランなど、南阿蘇の恵みが詰まった交流施設です。
平成15年に俵山バイパス・俵山トンネルが開通したことにより、日頃から多くの観光客で賑わい、その景観から訪れる人に
安らぎと癒しを与えています。
　その「萌の里」の背景には、阿蘇カルデラの西側斜面に位置する広大な草原が維持されており、阿蘇の草原と観光地が融合
した「景観整備」が図られています。
　また、西原村では、毎年春に阿蘇全域において行われる炎の祭典「阿蘇の火まつり」の一環として、草原において「山の神
まつり」が開催されています。
　さらに、同時期に阿蘇地域一帯で行われる「野焼き」においても、俵山の山開きと兼ねて「夜の野焼き」を行っています。春の夜、
幻想的な炎が音を立てながら山を包み込む姿は、毎年観光客やカメラマンを魅了しています。
　ぜひ皆さんも一度足を運んで、雄大な草原と観光施設の融合を、体感して楽しんでみられませんか ?

コラム第23回 草原と観光の融合　西原村 担当：西原村

　去る６月15日～ 25日、カタールのドーハで開催されていた「世界遺産委員会」において、
群馬県の「富岡製糸場と絹産業遺産群」が世界遺産に登録されました。日本の資産とし
ては、文化遺産・自然遺産を含めて18件目の世界遺産となります。
　また、今回の世界遺産委員会では、他にも様々な資産が登録されており、総数はつい
に計1,007 件となりました。
　ちなみに、ちょうど1,000件目の世界遺産はアフリカのボツワナにある「ボカバンゴ・
デルタ」という自然遺産であり、これは自然美や生物多様性を持つ湿地帯が評価された
ものです。
　世界遺産委員会は毎年６月頃に開催されており、熊本県初の世界遺産登録を目指す「万
田坑」と「三角西港」を含む「明治日本の産業革命遺産」は、来年ドイツのボンで開催
される委員会において審議が行われる予定です。

俵山交流館
「萌の里」と
「俵山」

幻想的な炎
に包まれた
俵山

「 世 界 遺 産 こ ぼ れ 話 」　Vol.14　－世界遺産1000件突破！－

半沢直樹シリーズ第 4弾、今度の相
手は巨大権力 ! 頭取命令で経営再建中
の帝国航空を任された半沢は、500億
円もの債権放棄を要求する政府の再生
タスクフォースと激突する。シリーズ
史上最大の倍返し !
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西原村教育振興基本計画（2012・１月策定）
（「生涯元気なにしはらづくり」教育プラン）抜粋

◎生活の中の様々な危機管理能力の醸成
　住民の様々な危機対処能力を向上させることにより、
村民の生命、身体及び財産の保護並びに村民の生活及び
村の産業、経済の安定を図り、もっと安全・安心な村づ
くりに資するよう努めます。
　危機管理の最たるものはまず自分の健康管理でありま
す。健康危機管理能力とは、自分の健康の安全を脅か
す事態に対して考え行動する能力であります。具体的に
は、基本的な食生活や生活習慣の堅持であります。
　また、交通事故に対する危機管理能力の醸成も自分の
行動の中にあります。飲酒・スピード・その他の交通違
反は日頃の生活習慣にあります。
　次にあらゆる災害時に備えた危機管理能力でありま
す。地震や火山噴火・台風・大雨等は地球の営みであり
防ぐことはできませんが、地域で想定される災害に対す
る個人や地域の災害対策能力や防災能力であります。

　次にあらゆる犯罪に対する危機管理能力であります。
子どもの連れ去り・振込み詐欺・ひったくり・乗り物盗
み・車上ねらい・侵入窃盗等の危機管理能力及び発生時
の警察等への通報能力であります。
　生活安全に関し、住民の安全意識の高揚と自主的な安
全活動の推進を図るとともに、生活環境の点検を行うこ
とにより、安全で住みよい村づくりに努めます。

＊今月号をもって、西原村教育振興基本計画（「生涯元気な
　にしはらづくり」教育プラン）抜粋は終了いたします。

龍遵さん・千恵さん（小森）
おねえちゃんたちだいすき♡

いっぱい遊んでね♡

和久さん・薫さん（コモンビレッジ）

武志さん・恵莉さん（秋田）

やまとおにいちゃんいっぱい
遊んでね♡

大きく元気に育ってね♡
　　　　　　　　　ママより

君博さん・千香子さん（出ノ口）

健太郎さん・美咲さん（高遊中）

おにいちゃんいっぱい遊んでくれ
てありがとう。

あやかおねえちゃん大好き♡

みてみて！未来のにしはらヒーロー・ヒロインたち！
「お誕生学級」におじゃまして、写真を撮らせて頂きました。みんなむぞらしかですね！

坂
さかもと

本　健
けんご

悟くん

坂
さかもと

本　幸
こうだい

大くん

白
しらね

根　龍
りゅうま

真くん

藤
ふじた

田　煌
こうき

己くん

松
まつした

下　蒼
そ　ら

空ちゃん

後
ごとう

藤　覚
さとり

凛ちゃん

幸博さん・沙織さん（畑）
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平
成
27
年
４
月
に
開
校
す
る
県
立
高
校

の
名
称
が
決
定
し
ま
し
た
！

○
岱
志
（
た
い
し
）
高
校

　
（
荒
尾
・
南
関
高
校
の
再
編
）

地
元
に
愛
さ
れ
る
小
岱
山
（
し
ょ
う
た
い 

さ
ん
）
の
よ
う
に
、
地
域
に
愛
さ
れ
る
学

校
を
目
指
し
ま
す
。

○
天
草
拓
心
（
あ
ま
く
さ
た
く
し
ん
）
高
校

（
苓
明
・
河
浦
（
園
芸
科
学
科
）・
苓
洋
高

校
の
再
編
）

郷
土
の
自
然
や
風
土
を
愛
し
、
創
造
性
を

培
う
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

○
牛
深
（
う
し
ぶ
か
）
高
校

　
（
牛
深
・
河
浦
高
校
（
普
通
科
）
の
再
編
）

県
内
初
の
「
普
通
総
合
学
科
」
の
特
色
を

生
か
し
た
教
育
に
取
り
組
み
ま
す

問
い
合
わ
せ
先　

熊
本
県
高
校
教
育
課　

☎
０
９
６
－
３
３
３
－
２
６
８
４

熊
本
県
人
権
子
ど
も
集
会
の
お
知
ら
せ

　

部
落
差
別
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な

く
し
、
一
人
一
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社

会
の
実
現
を
目
指
し
て
行
わ
れ
る
集
会
で
す
。

県
内
の
児
童
生
徒
が
参
加
し
、
子
ど
も
実
行

委
員
の
運
営
に
よ
り
、
体
験
・
活
動
報
告
や

全
体
活
動
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ま
の

多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日　

時　

10
月
11
日  

午
前
10
時
か
ら
正
午

場　
所　
パ
ー
ク
ド
ー
ム
熊
本

問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
人
権
同
和
教
育
課

第
36
回
「
少
年
の
主
張
」
熊
本
県
大
会
を

開
催
し
ま
す

　

県
内
各
地
域
か
ら
選
考
さ
れ
た
中
学
生

14
人
が
、
日
頃
考
え
て
い
る
こ
と
や
感
じ
て

い
る
こ
と
を
自
ら
の
視
点
で
感
性
豊
か
に
と

ら
え
、持
ち
時
間
５
分
程
度
で
発
表
し
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

日　

時　
９
月
27
日  

午
後
１
時
か
ら
午
後

　
　
　
　

４
時

場　

所　
熊
本
県
地
下
大
会
議
室

問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
く
ら
し
の
安
全
推
進
課

☎
０
９
６
－
３
３
３
－
２
２
９
４

「
潜
在
保
育
士
就
職
支
援
研
修
会
」
を

開
催
し
ま
す

日
時
場
所

　

合
志
市
「
ヴ
ィ
ー
ブ
ル
」　

10
月
９
日

　

八
代
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル　

10
月
17
日

　

ウ
イ
ン
グ
松
橋　

10
月
24
日

　

玉
名
市
社
会
福
祉
協
議
会　

10
月
28
日

時　

間　
午
後
1
時
か
ら

支
援
対
象　
保
育
士
資
格
を
有
す
る
人

内　

容　
講
義
、
体
験
談
、
就
職
コ
ー
デ
ィ

　
　
　
　

ネ
ー
タ
ー
と
の
面
談
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

熊
本
県
保
育
協
会

☎
０
９
６
－
３
２
２
－
０
０
３
８

「job navi 2014　
学
生
等
就
職
面

接
会｣

を
開
催
し
ま
す
！

日　

時  

9
月
27
日 

午
後
0
時
45
分
か
ら

　
　
　

   

午
後
4
時

場　

所　
グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本

参
加
企
業　

熊
本
県
内
に
就
業
場
所
を
有

　
　
　
　
　

 

す
る
企
業
80
社
（
予
定
）

参
加
対
象
者　

大
学
（
院
）・
短
期
大
学
・

高
等
専
門
学
校
・
専
修
学
校
を
来
春
卒
業

予
定
の
就
職
未
内
定
の
方
及
び
卒
業
後
慨
ね

３
年
以
内
の
方
（
28
年
3
月
卒
業
予
定
者

及
び
高
校
卒
業
予
定
者
は
対
象
と
し
ま
せ

ん
）
※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

熊
本
労
働
局
職
業
安
定
課　

☎
０
９
６
－
２
１
１
－
１
７
０
３

http://kum
am

oto-roudoukyoku.jsite.
m

hlw
.go.jp/1

「
全
校
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談
所
」

が
開
設
さ
れ
ま
す

様
々
な
相
談
（
相
続
、
不
動
産
登
記
、
戸

籍
、
供
託
、
人
権
に
関
す
る
事
項
等
）
に
法

務
局
職
員
、
司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士

及
び
人
権
擁
護
委
員
が
応
じ
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

事
前
予
約
制
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

当
日
の
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に

予
約
の
電
話
を
お
願
い
し
ま
す
。

日　

時　

10
月
5
日  

午
前
10
時
か
ら
午
後

　
　
　
　

３
時

場　

所　
熊
本
地
方
法
務
局 

阿
蘇
大
津
支
局

予
約
受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午

　
　
　
　
　
　
　

後
5
時
15
分

熊
本
地
方
法
務
局
阿
蘇
大
津
支
局
の
登

記
相
談
に
つ
い
て
は
、
通
常
相
談
も
平
日
９

時
か
ら
16
時
ま
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
登
記

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
Ｗ
ｅ
ｂ
カ
メ
ラ
を
利
用
し
て
会
社・

法
人
・
登
記
の
相
談
（
予
約
制
）
も
試
行
し

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

法
務
局
阿
蘇
大
津
支
局

☎
０
９
６
－
２
９
３
－
２
２
７
２

Information

お
知
ら
せ

相　
談
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県
内
の
企
業
・
教
育
機
関
の
み
な
さ
ま
へ

も
の
づ
く
り
人
材
の
育
成
や
確
保
の
ご
相

談
は
「
産
業
人
材
強
化
支
援
セ
ン
タ
ー
」

ま
で熊

本
県
で
は
、「
産
業
人
材
強
化
支
援
セ

ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

が
も
の
づ
く
り
に
係
る
人
材
育
成
の
様
々
な

相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
ジ
ョ
ブ
チ
ャ

ン
ネ
ル
く
ま
も
と
」
で
は
、
も
の
づ
く
り
の

人
材
育
成
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
や
助
成
等
の

情
報
を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
内
の
フ
ォ
ー
ム
か
ら
は

人
材
育
成
に
関
す
る
個
別
の
相
談
も
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
け
ま
す
。

主
な
活
動

・
企
業
の
要
望
に
応
じ
た
社
員
研
修
や
セ
ミ

ナ
ー
の
紹
介
し
ま
す
。

・
社
員
や
生
徒
、
学
生
に
見
せ
た
い
専
門
的

な
現
場
や
他
企
業
の
工
場
見
学
等
を
仲

介
し
ま
す
。

・
人
材
の
斡
旋
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
ご
相
談

窓
口
、
Ｕ
タ
ー
ン
情
報
窓
口
を
仲
介
し
ま

す
。

・
企
業
が
主
に
自
社
内
で
実
施
す
る
計
画
的

な
技
術
指
導
・
教
育
訓
練
に
対
し
、
外
部

講
師
を
派
遣
す
る
な
ど
人
材
育
成
を
支

援
し
ま
す
。

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

「
ジ
ョ
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル
く
ま
も
と
」

http://w
w

w
.km

t-ti.or.jp/job/

問
い
合
わ
せ
先　

産
業
人
材
強
化
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
－
２
８
９
－
２
４
３
８

熊
本
県
行
政
書
士
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

熊
本
県
行
政
書
士
会
で
は
、
毎
年
10
月

を
「
行
政
書
士
制
度
広
報
月
刊
」
と
し
て
、

行
政
書
士
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
本
年
も
左
記
の
と
お
り
無
料
相
談
会
並

び
に
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

無
料
相
談
内
容

・
各
種
許
認
可
・
登
録
に
関
す
る
こ
と

・
会
社
・
医
療
法
人
・
公
益
法
人
等
の
法
人    

  
設
立
に
関
す
る
こ
と

・
遺
言
・
相
続
に
関
す
る
こ
と

・
会
計
記
帳
・
内
容
証
明
書
・
契
約
書
の
作

  

成
に
関
す
る
こ
と

電
話
無
料
相
談

日　
時　
10
月
1
日

　
　
　
　
午
前
10
時
か
ら
午
後
4
時

場　
所　
熊
本
県
行
政
書
士
会
館

　
　
　
　

街
灯
無
料
相
談
会

日　
時　
10
月
15
日
・
16
日

　
　
　
　
午
前
10
時
か
ら
午
後
4
時

場　

所　
熊
本
交
通
セ
ン
タ
ー
地
下
プ
ラ
ザ

　
　
　
　

 

コ
ー
ト

市
民
公
開
講
座

日　
時　
10
月
25
日

　
　
　
　

  

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時

場　
所　
熊
日
R
K
K
び
ぷ
れ
す
ス
タ
ジ
オ
7
階

内　

容　
「
健
康
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
、

遺
言
書
作
成
の
寸
劇
、
行
政
書
士
の
業
務
紹
介
、

キ
ッ
チ
ン
ス
タ
ジ
オ
で
の
健
康
料
理
セ
ミ
ナ
ー
、

看
護
協
会
の
サ
ポ
ー
ト
の
健
康
相
談
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

熊
本
行
政
書
士
会　

☎
０
９
６
－
３
８
５
－
７
３
０
０

県
民
の
健
康
づ
く
り
を
支
援
す
る
「
く

ま
も
と
健
康
づ
く
り
応
援
店
」
を
募
集

し
ま
す

　

飲
食
店
等
で
料
理
へ
の
栄
養
成
分
表
示
や

ヘ
ル
シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
等
な
ど
を
行
う

「
く
ま
も
と
健
康
づ
く
り
応
援
店
」
を
募
集

対　
象　
飲
食
店
、
弁
当
・
総
菜
店
等

募
集
内
容　
栄
養
成
分
表
示
や
ヘ
ル
シ
ー
な

メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
な
ど
全
９
項
目
の
中
か
ら

取
り
組
む
項
目
を
選
び
実
施
す
る
こ
と

募
集
期
間　
10
月
31
日
ま
で

問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
健
康
づ
く
り
推
進
課

☎
０
９
６
－
３
３
３
－
２
２
５
２

ど
こ
で
も
、
誰
で
も
、
簡
単
に
で
き
る

＂地
震
訓
練
＂
に
参
加
し
よ
う
！

　

県
で
は
、
誰
も
が
そ
の
時
に
い
る
場
所
で

参
加
で
き
る
地
震
対
応
訓
練
、「
熊
本
シ
ェ

イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
」
を
実
施
し
ま
す
。
地
震

か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
の
備

え
と
、
発
生
直
後
の
と
っ
さ
の
行
動
が
不
可

欠
で
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
参
加
し
て
下
さ
い
。

日　

時　
11
月
5
日　

午
前
10
時
15
分
か
ら

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
頃

内　

容　

参
加
者
各
自
の
事
前
学
習
、
地

　
　
　
　

震
発
生
時
の
安
全
行
動

問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
危
機
管
理
防
災
課

☎
０
９
６
－
３
３
３
－
２
８
１
１

第
５
回
森
林
自
然
観
察
・
体
験
教
室　

小
岱
山
（
し
ょ
う
た
い
さ
ん
）

日　
時　
9
月
21
日

　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら
午
後
2
時

場　
所　

小
岱
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

内　

容　

秋
の
野
の
花
の
観
察
や
小
岱
山

　
　
　
　

の
歴
史
等
の
説
明
を
し
ま
す
。

定　
員　
40
名

参
加
費　
５
０
０
円（
小
学
生
以
下
３
０
０
円
）

　
　
　
　

※
保
険
料
お
よ
び
資
料
代

申
込
方
法　
「
第
５
回
森
林
自
然
観
察
・
体

験
教
室
申
し
込
み
」、
氏
名
、
年
齢
、
住
所
、

電
話
番
号
を
記
載
し
て
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

電
子
メ
ー
ル
で
９
月
18
日
ま
で
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
先

〒
８
６
２
－
８
５
７
０
（
住
所
記
載
不
要
）

熊
本
県
森
林
保
全
課
み
ど
り
保
全
班

Ｆ
Ａ
Ｘ　
０
９
６
－
３
８
５
－
６
２
４
７

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

shinrinhozen@
pref.kum

am
oto.lg.jp

問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
森
林
保
全
課

☎
０
９
６
－
３
３
３
－
２
４
５
０

Information
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農
地
中
間
管
理
機
構
が
農
地
を
『
貸
し
た

い
方
』『
借
り
た
い
方
』
を
募
集
し
て
い

ま
す

　

今
年
度
か
ら
新
た
に
県
農
業
公
社
が
「
農

地
中
間
管
理
機
構
」
と
し
て
活
動
を
開
始
し

ま
し
た
。
こ
の
機
構
は
、
農
業
経
営
を
縮
小

さ
れ
る
方
や
相
続
し
た
農
地
の
借
り
手
を
探

し
て
い
る
方
な
ど
か
ら
農
地
を
借
り
受
け
、

地
域
の
担
い
手
農
家
な
ど
に
貸
し
出
し
を
行

い
ま
す
。

『
地
域
の
担
い
手
農
家
に
農
地
を
貸
し
た
い
。』

『
良
い
農
地
が
あ
れ
ば
借
り
た
い
。』
と
い
う

方
は
ぜ
ひ
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

機
構
に
農
地
を
貸
し
た
い
場
合

　

貸
付
申
込
書
を
お
う
ち
が
属
す
る
市
町
村

又
は
Ｊ
Ａ
の
担
当
窓
口
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

機
構
か
ら
農
地
を
借
り
た
い
場
合

　
機
構
が
年
間
3
回
実
施
す
る
「
借
受
希
望

者
の
募
集
」
に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

第
一
期　
5
月
1
日
～
5
月
30
日

第
二
期　
9
月
1
日
～
9
月
30
日

第
三
期　
1
月
5
日
か
ら
2
月
3
日

　

募
集
内
容
や
応
募
方
法
に
つ
い
て
は
、
県

農
業
公
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
、
各
市
町
村
、

Ｊ
Ａ
の
窓
口
に
備
え
付
け
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

熊
本
県
農
業
公
社

☎
０
９
６
－
２
１
３
－
１
２
３
４

障
害
の
あ
る
方
を
対
象
と
し
た
職
業
訓

練
受
講
者
生
の
募
集
（
受
講
料
無
料
）

○
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
科

対　

象　
　

身
体
障
害
の
う
ち
聴
覚
障
が

　
　
　
　
　

い
、
内
部
障
が
い
、
知
的
･

　
　
　
　
　

精
神
･
発
達
障
が
い
、
難
病
、       

　
　
　
　
　

高
次
脳
機
能
障
が
い

内　

容　

 

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
作
業
を
通
し

　
　
　
　
　

た
技
術
、
知
識
の
習
得
及
び

　
　
　
　

   

体
力
、
集
中
力
ア
ッ
プ

募
集
期
間　

9
月
30
日
ま
で

訓
練
期
間　
11
月
5
日
か
ら
1
月
30
日
ま
で

経　

費　
　
無
料

定　

員　
　
3
名

訓
練
場
所　
株
式
会
社
サ
ン
・
シ
ー
エ
ル

○
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
科

対　

象　
　
身
体
障
が
い
の
う
ち
下
肢
障

　
　
　
　
　

 
が
い
、精
神
･
発
達
障
が
い
、

　
　
　
　
　

 

難
病
、
高
次
脳
機
能
障
が
い

募
集
期
間　
9
月
30
日
ま
で

訓
練
期
間　
11
月
5
日
か
ら
1
月
30
日
ま
で

経　

費　

  

3,
8
0
0
円
程
度
（
税
込　

　
　
　
　
　

･
テ
キ
ス
ト
代
）

定　

員　
　

5
名

訓
練
場
所  

ト
レ
ジ
ャ
ー
オ
ブ
テ
ク
ノ
ロ

　
　
　
　
　

ジ
ー
株
式
会
社

【
問
い
合
わ
せ
先
】

熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
学
校

☎
０
９
６
－
３
７
８
－
０
１
２
１

“救
急
の
日
の
行
事
”「
市
民
の
た
め
の

救
急
講
座
」
つ
な
ぎ
ま
し
ょ
う
命
の
リ

レ
ー
、
あ
な
た
が
つ
と
め
る
第
一
走
者

　
「
市
民
の
た
め
の
救
急
講
座
」
を
Ｌ
Ｉ
Ｖ

Ｅ
中
継
に
よ
り
阿
蘇
郡
市
医
師
会
で
ご
視

聴
頂
け
ま
す
。
内
容
は
、
救
急
隊
員
に
よ
る

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
の
実
技
指
導
や
講
習
会
で

す
。
参
加
費
は
無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　

時　
9
月
14
日　

午
後
1
時
30
分
か

　
　
　
　

 

ら
午
後
3
時

場　

所    

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア

【
問
い
合
わ
せ
先
】

一
般
社
団
法
人　

阿
蘇
郡
市
医
師
会

☎
０
９
６
７
－
３
４
－
０
７
１
６

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
青
年
海
外
協
力
隊
・
シ
ニ
ア

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　
募
集

募
集
期
間　

10
月
1
日
か
ら
11
月
4
日

　

こ
の
募
集
期
間
に
合
わ
せ
、
事
業
概
要
並

び
に
「
体
験
談
＆
説
明
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

○
青
年
海
外
協
力
隊

応
募
資
格　

満
20
歳
か
ら
満
39
歳　

日
本

　
　
　
　
　

 

国
籍
の
方

○
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

応
募
資
格　

満
40
歳
か
ら
満
69
歳　

日
本

　
　
　
　
　

 

国
籍
の
方

※
応
募
時
に
語
学
ス
コ
ア
の
提
出
が
必
要
で

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
九
州　

☎
０
９
６
３
－
６
７
１
－
８
２
０
５

県
立
装
飾
古
墳
館
定
期
体
験
教
室

「
琥
珀
勾
玉
づ
く
り
」
東
日
本
大
震
災

復
興
支
援
企
画
参
加
者
募
集
！

　

県
立
装
飾
古
墳
館
で
は
定
期
的
に
体
験

教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
企
画

と
し
て
３
年
前
か
ら
実
施
し
て
い
る
「
琥
珀

勾
玉
づ
く
り
」を
開
催
し
ま
す
。琥
珀
を
削
っ

て
美
し
い
勾
玉
を
作
り
ま
す
。

日　
時  　
11
月
22
日　

　
　
　
　

  

午
前
10
時
か
ら
正
午

場　
所      

県
立
装
飾
古
墳
館

材
料
費　

  

８
７
０
円

申
込
受
付　
10
月
1
日
か
ら（
要
事
前
申
込
）

定　
員  　
１
０
０
名
（
先
着
順
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

県
立
装
飾
古
墳
館　

☎
０
９
６
８
－
３
６
－
２
１
５
１
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平成27年度 熊本県立農業大学校　学生募集
　熊本県立農業大学校は、専修学校として将来の農業・農村の担い手を育てるため、先進的
実践教育や全寮制など充実した教育に努めています。卒業時に農業課程専門士の称号が付与
され、10 種類以上の専門資格取得、４年生大学（３年次）への編入も可能です。また、家庭
の経済状況によっては、奨学金等を受けることができます。
　なお、高等学校をすでに卒業されている方でも、「一般入学者選抜」だけでなく、市町村
の推薦（地域推薦）により、「推薦入学者選抜」も受験できます。

１．入学者選抜日程

２．選抜場所

３．募集定員

４．受験料等

５．問い合わせ先

区　分 願書受付期間 選抜方法 選抜日 合格発表

推薦入学者選抜
（高等学校推薦及び
地域推薦（市町村））

  9 月 3 日〜
9 月 12 日

学力検査
（国語総合（小論文含む）

面接、提出書類）
10 月 2 日 10 月 16 日

一般入学者選抜
   12 月 3 日〜
12 月 17 日  

学力検査
（（国語総合、数学Ⅰ）

面接提出書類）

平成 27 年
1 月 20 日

平成 27 年
2 月 6 日

熊本県立農業大学校（熊本県合志市栄 3805）

農学部（修業年限２年）
　農産園芸学科・野菜学科・畜産学科　８０名

詳しくは、熊本県農業大学校、教務課までお問い合わせください。
☎　096-248-1188　 FAX 096-248-4432
http://www.pref.kumamoto.jp/site/noudai/

2,200 円

5,650 円

118,800円/年
（平成 27 年度予定）

入学試験手数料

入学料

授業料

Information
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西原村

「なるほど」
　「なるほど」と言う言葉は一般的には目上の人が
目下に向かって言う言葉と理解されていると思う。
親しい間柄ならともかく先輩や目上の意見に対して

「なるほど」という言葉は評価しているようで失礼
にあたる。逆に目上の方に「なるほど」と言われる
と、自分の言動が認められたようで満足感がありや
る気も出てくる。だから、後輩などの発案に対して
の「なるほど」には力があり効果的に使いたい。

　「なるほどは単なる相槌ではない」

ふるさと納税（寄付金）の御礼
　大阪府在住の松本益美様から、ふるさと納税（寄附
金）をいただきました。
　ありがとうございました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西原村

総務課 ☎ 279-3111
企画商工課 ☎ 279-3112
教育委員会 ☎ 279-4424
議会事務局 ☎ 279-4364
会計課 ☎ 279-4394
税務課 ☎ 279-4395
産業課
経済係《農業委員会》 ☎ 279-4396
土木建築係 ☎ 279-3114
地籍調査係 ☎ 279-4417
住民課
住民・環境衛生係 ☎ 279-3113
健康福祉係 ☎ 279-4397
国保係 ☎ 279-4389
にしはら保育園 ☎ 279-2054

　 土日、祝日は☎ 279-3111 へ
　 お願いします

構造改善センター ☎ 279-3890
社会福祉協議会（のぎく荘）

☎ 279-4141
生涯学習センター（山河の館）

☎ 279-4425

　　　　　　 　（前月比）
人口　　7,114人（14）
男性　　3,478人（＋11）
女性　　3,636人（+３）
世帯数　2,587世帯（+８）
高齢化率　26.0％
※高齢化率とは、65歳以上の人が人口に占める割合です。

村のうごき
●７月31日現在の人口です

おくやみ申し上げます
平成26年８月14日現在

故人名（年齢） 遺族氏名 地区名
久保田房子（94） 阪本　敏子 古閑
  東    正富（81）     東　 ツヨ 袴野
日置　友喜（82） 日置　良二 古閑
志内フミエ（80） 志内　信二 宮山
 永田　 稔    （88）   永田　 秋 上布田
木下ミヅエ（96） 木下　和子 袴野

役場各課・係　直通ダイヤル

村の機関

お誕生おめでとうございます。
平成26年８月14日現在

氏名（地区） 生年月日 保護者

新
しんかわ

川　凱
かいり

吏くん　（小森）

 里
さと

　 帆
ほたか

高くん（コモンビレッジ）

三
みうら

浦　大
だいち

地くん　（布田）

Ｈ26. ７.９

Ｈ26. ７.23

Ｈ26. ７.22

　 稔  さん

　直弘さん

　 泰  さん

（ 26. ９）
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　高齢社会のもとでは、私たち一人ひとりが家庭、地域社会、職場、学校などいろいろな場面で世代間のかかわりを深めつつ、社会全
体のテーマとして、又私たちの身近な問題して“高齢になっても安心して暮せる社会づくり”に取り組まなければなりません。

みんなで築こう活力ある“長寿社会”みんなで築こう活力ある“長寿社会” 9/15〜 21は
老人の日・老人週間

氏　名 年齢 嘱託名
瀨下　きう 95 宮山
堀口トシエ 95 小森東
時松　正彦 95 小森
松岡ユミ子 95 下あげ
佐賀　和代 95 高遊
坂田ハツ子 95 小森西
上田トミエ 95 布田
中尾　四平 95 鳥子
緒方タツミ 94 上あげ
内田チヨト 94 布田
綾　　　力 94 布田
中村　忠義 94 下あげ
甲斐タネ子 94 小森
秋吉　ハマ 94 下あげ
木下　トモ 94 布田
山野ユイコ 94 下あげ
藤本マサ子 94 鳥子
桂　ハルコ 94 小森西
髙橋マツエ 94 布田
首藤チエ子 94 布田
原　　弘子 94 高遊
山下　鄭子 94 布田
時松ノゾミ 94 小森
秋吉ミスエ 94 下あげ
日置スゞミ 94 鳥子
日置チヨ子 94 鳥子
緒方不二男 94 鳥子
新川　俊喜 94 鳥子
新川アキエ 94 小森西
秦　ヒロミ 93 布田
江村　チカ 93 宮山
永田　士俊 93 小森東
内田　安喜 93 布田
荒木　　茂 93 小森西
南利ノブ子 93 小森西
河野ヨツ子 93 布田
山下イツエ 93 谷
工藤瑠璃子 93 下あげ
倉岡スミ子 93 上あげ
矢野　越子 93 谷
櫻原シズヱ 93 布田
坂本テルヲ 93 小森西

氏　名 年齢 嘱託名
藤本タカ子 93 鳥子
緒方ミヨ子 92 布田
西岡　 子 92 下あげ
佐藤カズメ 92 高遊
藤本ミエ子 92 鳥子
髙木　末喜 92 小森西
山口　秀人 92 宮山
高瀬セツ子 92 布田
柿田　利光 92 宮山
島田　富雄 92 小森東
坂本ウメカ 92 宮山
坂本スエメ 92 布田
鹿嶋フミエ 92 小森東
坂田スマエ 92 小森西
宮下　正清 92 高遊
中村美代子 92 下あげ
桂　　作男 92 小森東
髙木アイ子 92 小森西
矢野　イツ 92 上あげ
荒木　ミツ 92 小森東
曽我　德光 92 鳥子
東　トミエ 92 小森東
宮本キクノ 92 小森西
南利マツ子 92 小森東
坂田　國男 92 小森西
山下　己子 92 布田
渡辺タマ子 92 宮山
吉田　照子 92 谷
宮田　チカ 91 谷
福本ユキノ 91 谷
前鶴ミエ子 91 上あげ
柏尾　松子 91 布田
東田キミエ 91 布田
月岡ツギエ 91 小森西
山内キクエ 91 布田
東　　政光 91 小森西
山田タマエ 91 小森東
河崎　永之 91 小森西
木邑　トシ 91 高遊
山下サダメ 91 小森西
東　ヒサエ 91 小森西
井澤　經子 91 布田

氏　名 年齢 嘱託名
久野マツ子 91 宮山
永江ミサヲ 91 布田
廣瀨サダメ 91 宮山
田中　貞藤 91 小森東
米田トメオ 91 谷
西岡チサコ 91 下あげ
東　トシエ 91 宮山
藤川　隆喜 90 宮山
山 　榮子 90 小森西
山本　佐吉 90 布田
米田甲子生 90 谷
佐籐　澄江 90 布田
戸田カネ子 90 下あげ
坂田　　惠 90 小森西
山　文子 90 小森西
野田トシエ 90 鳥子
山下チヅミ 90 鳥子
緒方ヒトエ 90 鳥子
坂本千加枝 90 宮山
松竹　千枝 90 下あげ
髙村　敏江 90 小森西
吉住スミ子 90 谷
西村　ネト 90 下あげ
野田チズ子 90 下あげ
髙橋　正信 90 小森東
河上ヨシ子 90 谷
藤本　初女 90 小森東
東　ハツコ 90 小森西
西野喜代子 90 上あげ
大塚ミドリ 90 小森東
吉住三千代 90 谷
山口　弘子 90 小森東
坂本スミ子 90 小森西
米田タマヱ 90 高遊
大谷　清子 90 小森東
山下トヨメ 90 谷
岩木マコト 90 宮山

本年 90 歳〔大正 13 年生まれ〕以上の方々をご紹介します。 （年齢は平成26年12月31日現在で同意を得た方のみを掲載）

西原村社会福祉協議会
熊本県阿蘇郡西原村大字小森572
☎ 279-4141
　 279-4140相談専用
℻ 279-4388318号

お 礼
香典
返し

一般
寄附

　この尊い浄財は、ご寄附いただきました各位の
趣意に添うべく、社会福祉のために有効に使用さ
せていただきます。ありがとうございました。

〔敬称略させていただき掲載については承諾を得ています。〔８月１８日受付け分まで掲載〕〕　

　次の方々より故人のご供養のため社会福祉協議会に多額の寄附をいただき
ました。故人のご冥福をお祈りしますと共に心からお悔やみ申し上げます。

　次の方より福祉事業に役立てて下さ
いとご寄付いただきました。

＊地方自治功労に係る受章記念としてご寄付いただきました。

集落名 氏　名 金　額
土　林 荒木　熊吉 100,000 円集落名 故人氏名 遺族氏名

宮　山 志内フミエ 志内　信二
布　田 永田　　稔 永田　　秋
袴　野 木下ミヅエ 木下　和子

集落名 故人氏名 遺族氏名
袴　野 東　　正富 東　　ツヨ
布　田 久保田房子 阪本　敏子

滝 緒方キクノ 緒方　良行

氏　名 年齢 嘱託名
大谷　藤枝 105 小森西
藤田サカエ 101 鳥子
渡邉ハツモ 101 布田
渡邊　絹子 100 小森西
中島ツギエ 100 上あげ
内田　清範 100 布田
中村チトシ 98 宮山
秋吉　サヤ 98 谷
田ツギエ 98 高遊
吉岡　成顕 98 布田
大谷ミドリ 97 小森東
東田　正治 97 布田
緒方スエヲ 97 布田
宮田　光義 97 谷
坂田フサヱ 97 上あげ
松下チヨメ 97 宮山
瓜山　愛子 97 下あげ
中村チカエ 97 鳥子
荒木タツヱ 96 鳥子
東　　キヨ 96 宮山
河上タマノ 96 上あげ
斉藤ハルノ 96 宮山
南　カツエ 96 上あげ
渡邉アサノ 96 小森西
中島アヤコ 96 小森西
成田ミドリ 96 宮山
牧野フジノ 96 宮山
吉田マツエ 96 下あげ
藤田アイコ 96 小森東
桂　アサエ 96 小森西
東　ミサヲ 96 宮山
荒木スミエ 96 宮山
中村ハズエ 96 鳥子
加藤ユキノ 95 布田
新川　　忍 95 谷
西口ミツコ 95 布田
山下　若松 95 鳥子
緒方シズ子 95 上あげ
園田テツエ 95 上あげ
坂本ミツエ 95 布田
工藤　エツ 95 谷
坂本マサヲ 95 小森東

※�社協では９月中旬に在宅で生活して
おられる方を訪問する予定です。
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　今年度の新たな取り組みとしてシニアカレッジを開
催しました。
　これは、60 才以上の方々を対象としており
“60才からますます輝きましょう”を
　キャッチフレーズに仕事が一段落された皆様方に

「ホッと一息ついていただく時間」を仲間と過ごして
いただきながら出会いの場・自由に学ぶ場・生きがい
づくりの場として広がる事を目的に開催しました。
　年 4 回のセミナーで 1 回目は「年金」の仕組みや手
続きについて街角の年金相談センター熊本、福嶋恵美
氏をお迎えしてわかりやすく説明していただきまし
た。参加者からも「今日は来てよかった〜」「話を聴
かんとわからんもんね〜」などの声が聞かれました。

ふれあいいきいきサロン活動報告

　あちこちから元気な話し声が聞こえて来る秋田サ
ロン。早くに料理も出来上がりゆっくりとお話しの
時間です。
　何をするではなく、世間話が一番の楽しみ。情報
をいっぱい仕入れて力に変えます。

セミナー終了後はコーヒーブレーク！
セルフにてゆっくり会話を楽しんで頂きました。

　地域の皆さんに喜んでもらおうとマジックショー
を披露して下さったのは前鶴義博さん。不思議な出
来事に「何とか種明かししてやろう」懸命に覗き込
んだり、頭をひねったり！その姿が笑いを誘い愉快
なマジックショーは余韻を残して終了しました。

星田秋田

　この蒸し暑い夏。少しでも涼感をと 6 〜 7 ｍもあ
ろう青竹を使って「そうめん流し」を楽しまれました。
　好きな薬味を入れ、流れてくるソーメンをすくっ
て食べる姿には笑顔も満開。
　一段と会話も弾んでいました。

　8 月七夕。段取り良く飾りも出来上がりいよいよ短冊
に願い事。“ 何て書こうかな〜 ” とペンを持つて見るも、
その手が中断し世間話が始まります（終わるか心配（笑））
　七夕飾りが終わると、次は “ 七夕饅頭 ” をみんなで作
ります。

灰床高遊

シニアカレッジ開講しました
〜健康で豊かに暮らす為に〜

シニアカレッジは
仲間づくりの
場でもあります。

　松﨑なぎのちゃんと太
一君姉弟は小細工廣子さ
んにご協力いただきまし
た。ご近所でもあり、お
願 い す ると 快 く引 き 受
けてくださり子ども達も
ゆっくり、穏やかに過ご
すことが出来ました。

　先月の広島県における大雨で大きな被害が出ており
ます。日本赤十字社西原村分区では、義援金の募集を
受け付けております。詳しくは、西原村社会福祉協議会
279 -4141まで。

子育てサポートセンター・のぎく活動報告 「平成26年度 広島県大雨災害義援金」について

　災害ボランティアに行かれる際には、事前のボラン
ティア活動保険への加入が必要となります。西原村社会
福祉協議会までご確認下さい。
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開
発
行
為
と
文
化
財
保
護

　

今
回
は
、
文
化
財
等
の
紹
介
で
は
な
く
、
埋
蔵
文
化
財

保
護
行
政
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

周
知
の
遺
跡
と
認
め
ら
れ
て
い
る
土
地
に
お
い
て
、
土
地

に
影
響
を
与
え
る
開
発
行
為
を
行
う
場
合
に
は
、
事
前
に

都
道
府
県
教
育
委
員
会
に
開
発
行
為
を
届
け
出
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。（
文
化
財
保
護
法
93
条
）
そ
の
た
め
、
開
発
行

為
を
計
画
し
て
い
る
段
階
で
、
地
元
の
教
育
委
員
会
に
お

い
て
、
遺
跡
の
有
無
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
地

元
教
育
委
員
会
で
は
、
遺
跡
台
帳
の
閲
覧
や
、
場
合
に
よ
っ

て
は
、
試
掘
や
確
認
調
査
を
お
こ
な
い
、
そ
の
土
地
の
遺
跡

の
有
無
を
判
断
し
ま
す
。

　

文
化
財
は
国
民
共
通
の
財
産
で

す
の
で
、
無
届
の
開
発
行
為
に
よ
り

消
滅
し
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。（
写
真
は
、
最
近
お

こ
な
っ
た
試
掘
調
査
の
様
子
で
す
）

住
民
課　
　

小
谷

表紙説明

「水滴の中の萌の里」
撮影者：髙野英樹さん（熊本市）

この作品は、平成 25 年度にしはらフォ
トコンテストの特選作品です。

九州中学校体育大会（剣道競技）大会報告
〜九州中学校体育大会を振り返って〜

　８月４日から佐賀県総合体育館で開催された九州中学校体育大会剣道競技に、西原中３年の海
津みなみ選手が県代表として出場しました。会場では各県代表の選手が集い、緊張した雰囲気の中、
熱戦が繰り広げられました。
　海津選手は地元佐賀県の選手との対戦でしたが、序盤から積極的に攻め込み小手、面と技が炸
裂するも旗が重く、延長戦の末、海津選手の面と思われた打突に相手側へ旗が挙がり悔しい初戦
敗退となりました。
　今回の中体連を振り返り、外部コーチとして一番感じたことは、海津選手以外の生徒は殆どが
部活動として活動している選手ばかりで、『監督として同行しているのが普段指導を受けている学
校の部活動の顧問の先生であり、試合中に常に側にいることが可能なため選手が安心して試合に
臨むことができる』ということです。当村中学校の剣道部は 1年前から廃部になり、中学生の剣
道競技の活動は西原村少年剣道教室でのものに限ら
れており、剣道協会員の指導を受けています。通常の
大会では監督として引率している指導者も中体連の
規則により監督席に座れません。今回の中体連では規
則上、内田教頭に監督席に座っていただきましたが、
ルールが複雑で専門的知識を有しなければ異議申し
立てをすることも難しく、先生も慣れない環境の中、
大変な気苦労をされたのではないかと思われます。教
頭先生ありがとうございました。
　子供たちのスポーツ活動による活躍が多くなり嬉
しく感じられる昨今、未来の、全国を目指しその可能
性を秘めている子どもたちのために、よりよい環境づ
くりバックアップが急務であると感じた九州中体連
となりました。

西原中学校剣道部外部コーチ  海津　智子
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